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１．所属構成員等 
教 授 五味 治徳 
准 教 授 新谷 明一 
講 師 八田みのり，黒田 聡一 
助 教 白鳥（清水）沙久良 
臨 床 研 究 生 新妻 瑛紀 
客 員 教 授 等 James E. Parker 
非 常 勤 講 師 波多野泰夫，鈴木 康仁，大滝 正行，千葉 栄一，倉治 康男， 
松田 哲治，山本 尚靖，片桐 慎吾，加賀山文雄，近藤 隆一， 
用丸 英則，横山大一郎，山田 眞理，原田 光佑，米澤 弥生， 
林 捷，鈴木 貴規 
大 学 院 生 藤島 伸 
２．研究テーマ 
1) 口腔内スキャナ （ーIOS）の精度向上と臨床応用に関する研究 Evaluation of accuracy in oral scanner． 
2) CT画像からの3D FEMモデル製作システムの構築と標準化 FEM Model Construct from CT．
3) CAD/CAMによる歯科診療の高品質化 Quality Control of Dental Treatment with CAD/CAM．
アルミナ・ジルコニアセラミックスの生体材料における臨床評価 Clinical Evaluation of Fine
Ceramics as Biomaterial．
4) CAD/CAMによって製作されたクラウンの内面溝加工（MRG）を援用した接着強さ向上に関する
研究 Evaluation of bonding strength of CAD/CAM crowns with MRG．
5) ファイバー補強レジン補綴装置の設計と臨床評価 Design of Fiber Reinforced Hybrid Composite for
Prosthesis．
6) ファイバーポスト併用レジン支台築造のガイドラインの確立とそれらに付随する基礎的研究
Development of Clinical Guideline for FRC Post and Core and Basic Research of Post and Core Materials．
7) ショートファイバー補強コンポジットレジンの開発と臨床応用に関する研究 Development of
short fiber reinforced composite materials．
8) 高強度CADブロックを利用したCAD/CAM冠の大臼歯臨床応用に関する臨床評価 Clinical
evaluation of CAD/CAM resin crown for posterior．
9) オッセオインプラントのネジに対する力学的作用に関する研究 Mechanical behavior of implant
screw within mastication for implant structures．
10) チタン鋳造支台築造体の力学的評価 Mechanical behavior of post and core made from cast titanium． 
11) IPN熱可塑性レジンを用いたグラスファイバー補強コンポジットレジンの諸性質 Physical
properties of glass-fiber-reinforced IPN (Interpenetrating Polymer Network) thermoplastic composites．
12) CADブロックの機械的性質がクラウンに与える力学的影響 Mechanical behavior of material
properties on CAD blocks．
13) ラミネートべニア用接着性レジンセメントの諸性質 Optical and mechanical properties of adhesive
resin cement for veneer．
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14) 歯質修復機能を付与した自己接着性レジンセメントの機械的性質と歯質に及ぼす影響 
Mechanical properties of self-adhesive resin cement with bioactive function and the influence of the tooth 
surface． 
  
３．今年度の研究上の特記すべき事項 
 記載事項なし 
 
４．学位取得者 
  記載事項なし 
 
５．主催学会等 
  記載事項なし 
 
６．国際交流状況 
1) 新谷明一：フィンランド・トゥルク大学生体材料学講座（Dept．of Biomaterials Science）の Prof． 
Pekka Vallittu指導の下，Biomaterial and Medical Device Reseach Programmeにて博士を継続中．ま
た，2018年 8月は Prof. Pekka Vallittu，Prof. Arzu Tezvergil-Mutluayとの共催で Turku summer school 
2018 を共同開催し，開催準備とセッションの座長を行った． 同時期にトゥルク大学にて Prof．
Eija Säilynoja（stickTech, Turku, Finland, part of GC campany）からの依頼にて新規低粘度ファイバー
補強コンポジットレジンに関する基礎研究を Prof. Pekka Vallittu指導の下，日本歯科大学，日本大
学およびゲント大学にて共同研究することで同意が得られた．研究結果は 2019 年の国際学会に
て発表する所存である．トルコで行われた 25th Izmir Dental Chamber International scientific congress 
and exhibition（Turkey, 2018年 11月 9-11日）の Organizing committeeとして，学会運営に携わっ
た．香港大学の名誉准教授の更新を行い，2021 年までの継続が許可された．また，2019 年 1 月
13日に共同研究会議，特別講演，および PhDコースへの講義を行った．さらに，2019年に予定
している日本歯科大学・昭和大学・香港大学の３校合同講演会についても協議を行い，香港大学
で開催することが決定された． 
2) 八田みのり：留学先であったフィンランド・トゥルク大学生体材料学講座（Dept. of Biomaterials 
Science），同研究センター（TCBC，Turku Clinical Biomaterials Centre）の Prof. Pekka Vallittu，Dr．
Lippo Lassilaの指導の下，グラスファイバーを用いた歯科生体材料に関する研究を継続中である．  
3) 白鳥沙久良：ベルギー・ルーベン大学（KU Leauven，BIOMAT）の Prof．Bart Van Meerveekの元
へ 2018年 8月 20日から 2018年 9月 17日までの 29日間滞在し，継続している共同研究の遂行
と新規研究計画について検討を行った． 
 
７．外部・学内研究費 
1) 日本学術振興会科学研究費助成事業科学研究費補助金 基盤研究（C）（新規），2018～2021年度，
CAD/CAM製クラウンの脱離を防止する内面機械加工の開発，新谷明一（代表），白鳥沙久良（分
担），4,420,000円，2018年度 2,340,000円． 
 
８．研究業績 
Ａ．著 書 
1.  1）五味治徳，雲野泰史（分担執筆）：Chapter 1 牙冠的概要及種類，5-10，全国歯科技工士教育 
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協議会 編，固定義歯技術學，合記書局，中国，2018，ISBN：978-986-368-229-5． 
2）五味治徳，雲野泰史（分担執筆）：Chapter 6 局部鑲面鑄造冠，115-117，全国歯科技工士教 
育協議会 編，固定義歯技術學，合記書局，中国，2018，ISBN：978-986-368-229-5． 
3）新谷明一，雲野泰史（分担執筆）：Chapter 5 全部鑲面鑄造冠，42-103，全国歯科技工士教育 
協議会 編，固定義歯技術學，合記書局，中国，2018，ISBN：978-986-368-229-5． 
4）新谷明一，雲野泰史（分担執筆）：Chapter 7 牙冠及牙橋的製作順序，129，全国歯科技工士 
教育協議会 編，固定義歯技術學，合記書局，中国，2018，ISBN：978-986-368-229-5． 
2.  新谷明一（分担執筆）：ジーシーファイバーポストの臨床，坪田有史，川本善和 編，これから始
める・さらに深める ファイバーポストレジンコアの臨床，デンタルダイヤモンド，東京，2018． 
3.  新谷明一, 五味治徳（分担執筆）：CAD/CAM 冠の臨床を着実にするためのステップ CAD/CAM
冠の試適・調整，90-93，CAD/CAMレジン冠 失敗しない保険治療のために押さえておきたいポ
イント，評論パブリッシャー，東京，2018． 
4.  新谷明一（分担執筆）：第 3章 補綴医療技術 高強度硬質レジンブリッジ，56-65，佐藤裕二，
坪田有史 編，保険適用新技術完全マスター!，医歯薬出版，東京，2018，  
5.  五味治徳（分担執筆）：Ⅵ 外傷歯の予防と対応 １スポーツマウスガードの作製法と注意点，168-
171，北村和夫 監修，外傷歯のみかたと対応，医歯薬出版，東京，2018，ISBN：978-4-263-45540-
2． 
6.  1）五味治徳（分担執筆）： sec．4 ポンティック，98-100，石神 元，他編，冠橋義歯補綴学テ 
キスト 第 3版，永末書店，京都，2019，ISBN：978-4-8160-1362-1． 
2）五味治徳，仲西康裕，越智守生（分担執筆）：sec．5 コンポジットレジンクラウンとファイ 
バー補強コンポジットレジンブリッジ，198-200，石神 元，他編，冠橋義歯補綴学テキスト 
第 3版，永末書店，京都，2019，ISBN：978-4-8160-1362-1． 
3）五味治徳，新谷明一（分担執筆）：sec．5 CAD/CAMによる歯冠補綴処置，202-206，石神 元， 
他編，冠橋義歯補綴学テキスト第 3版，永末書店，京都，2019，ISBN：978-4-8160-1362-1． 
7．  1）五味治徳，雲野泰史（分担執筆）：第 2章 クラウンの概要と種類，5-10，全国歯科技工士教 
育協議会編，最新歯科技工士教本 歯冠修復技工学，医歯薬出版，東京，2019，ISBN：978-4- 
263-43166-5． 
2）新谷明一，雲野泰史（分担執筆）：第 5章 クラウンとブリッジの製作，42-74，全国歯科技 
工士教育協議会編，最新歯科技工士教本 歯冠修復技工学，医歯薬出版，東京，2019，ISBN： 
978-4-263-43166-5． 
3）五味治徳，雲野泰史（分担執筆）：第 6章 歯冠修復物と部分被覆冠，115-124，全国歯科技 
工士教育協議会編，最新歯科技工士教本 歯冠修復技工学，医歯薬出版，東京，2019，ISBN： 
978-4-263-43166-5． 
4）新谷明一，雲野泰史（分担執筆）：第 7章 全部金属冠，129-139，全国歯科技工士教育協議 
会 編，最新歯科技工士教本 歯冠修復技工学，医歯薬出版，東京，2019，ISBN：978-4-263- 
43166-5．  
 
Ｂ．原 著 
1.  Lin J，Matinlinna JP，Shinya A：Botelho MG, Zheng Z. Effect of fiber post length and abutment height 
on fracture resistance of endodontically treated premolars prepared for zirconia crowns，☆Odontology，
2018；106（2）：215-222，doi：10.1007/s10266-017-0320-7． 
2.  Kuroda S，Shinya A，Gomi H：Effect of frame design on the fracture strength of a zirconia crown and 
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porcelainfaced crown，☆Dent Mater J，2019；38(2)：323-328，doi：10．4012/dmj．2017-218．  
3.  新谷明一，清水沙久良，黒田聡一，五味治徳，新谷明喜：3Dプリンター（インクジェット法）を
応用した光硬化樹脂模型の付加造形精度，〇歯産学誌．2018；32（1）：26-33． 
Shinya A，Shimizu S，Kuroda S，Gomi H，Shinya A：Accuracy of additive manufacturing to light-cured 
resin working model using 3D printer (Ink-jet system)，〇J Jpn Soc Dent Prod，2018；32（1）：26-33． 
4.  新谷明一，黒田聡一，新谷明宏，八田みのり，新谷明喜：積層造形法と切削加工法によるクラウ
ンの寸法精度，〇歯産学誌，2018；32（2）：37-46． 
Shinya A，Kuroda S，Shinya A，Hatta M，Shinya A：Dimensional accuracy of crown made with direct 
metal laser-sintering and milling in a CAD/CAM，〇J Jpn Soc Dent Prod，2018；32（2）：37-46． 
5.  新妻瑛紀，新谷明一，白鳥沙久良，八田みのり，五味治徳：歯質用プライマーの有無およびセメ
ントスペース量が象牙質接着耐久性におよぼす影響，○接着歯学，2018；36（4）：133-140． 
Niitsuma A，Shinya A，Shiratori S，Hatta M，Gomi H，The effect of tooth primer and cement space on  
the bond durability of dentin，○Adhes Dent，2018；36（4）：133-140． 
 
Ｃ．総説・解説 
1.  新谷明一：デジタルデンティストリーにおけるクラウンブリッジの適合について，日補綴会誌，
10（3）：224-229，2018． 
2.  新谷明一：高強度硬質レジンブリッジ vol. 1 高強度硬質（コンポジット）レジンブリッジの概
要，道歯会通信，822：4-5，2018． 
3.  新谷明一：ファイバーで補強された高強度硬質レジンブリッジの基礎と臨床，日本歯科医師会雑
誌，71（12）：6-15，2019． 
 
Ｄ．報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要 
1. 五味治徳：エクスペリア－先進医療から保険収載へ－，クリニカルフォーラム，2018． 
2. 五味治徳：平成 30年度診療報酬改定 高強度硬質レジンブリッジの臨床，デンタルダイヤモンド，
6：184-189，2018． 
3. 白鳥沙久良，新谷明一：ケイ酸カルシウム配合セルフアドヒーシブ型レジンセメント「セラセム」
の特徴，クリニカル・M・リポート新聞，55：2，2018． 
4. 五味治徳：「ここが知りたい」高強度硬質レジンブリッジの臨床におけるポイントは？，日本歯科
大学校友会・歯学会会報，44(1)：38，2018． 
5. 山本尚吾, 新谷明一：レジンセメントの色調評価と臨床的な選択に関する考察，歯界展望，131（6）：
1061-1064，2018. 
6. 五味治徳：205号に寄せて，DE，37(2)：2018． 
7. 新谷明一, 新妻瑛紀, 白鳥沙久良：もう悩まない!時代が求める接着臨床 （第 5章）臨床のヒン
ト 在庫管理法，デンタルダイヤモンド，43（10）：144-150，2018. 
8. 新谷明一，白鳥沙久良，新妻瑛紀，黒田聡一，五味治徳：CAD/CAM 冠の臨床 Update（Part.2）
CAD/CAM冠の適合精度，歯界展望，132（1）：36-41，2018.  
9. 新谷明一，清水沙久良，黒田聡一，新谷明喜：3D プリンターを応用した補綴治療の現在地-補綴
装置の精度検証と機種情報の整理 (Part1)3D プリンターを応用した補綴装置製作の精度検証，補
綴臨床，51（4）：364-378，2018. 
10. 新谷明一：保険収載の礎となった グラスファイバー補強高強度コンポジットレジンブリッジの
臨床指針，歯界展望，131：650-663，2018. 
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11. 五味治徳：編集後記，DE，37(4)：292，2018． 
12. 佐藤文裕，新谷明一：グラスファイバー補強高強度硬質レジン 3 ユニットブリッジの製作方法 
平成30年度社会保険歯科診療報酬改定にて新規収載されたFRCブリッジの技工操作，歯科技工，
46（8）：860-867，2018. 
13. 五味治徳：208号に寄せて，DE，38(1)：2019． 
14. 新谷明一：間接修復でのユニバーサルアドヒーシブの適切な臨床応用，歯科接着のエッセンスを
わが手にー接着を制する者が臨床を制する，日本歯科評論，79（1）： 46-49，2019. 
 
Ｅ．翻 訳 
  記載事項なし 
 
Ｆ．学術雑誌掲載講演抄録 
1. 新谷明一，新妻瑛紀，白鳥沙久良，黒田聡一，五味治徳：クラウン内面に付与した溝の位置が接
着強さにおよぼす影響，デジタル歯科学会誌，8(1)：75，2018． 
2. 八田みのり，新谷明一，白鳥沙久良，黒田聡一，片桐慎吾，新妻瑛紀，藤島 伸，五味治徳：歯
冠用コンポジットレジンの色調変化と歯ブラシ摩耗後の光沢度，日歯理工誌，37（Special Issue 
71）：82，2018． 
3. 八田みのり，新谷明一，白鳥沙久良，黒田聡一，新妻瑛紀，藤島 伸，五味治徳：歯冠用コンポ
ジットレジンの色調変化と歯ブラシ摩耗後の光沢度，平成 30 年度日本歯科大学歯学会大会・総
会プログラム・抄録集，29，2018． 
4. 新谷明一, 白鳥沙久良, 五味治徳, 志賀 博：軸面のクリアランスが異なる大臼歯 CAD/CAM 冠
の 2年間経過における臨床評価，日補綴会誌，10：299，2018． 
5. 内藤禎人, 新谷明一, 友竹偉則, 五味治徳, 市川哲雄：歯根破折防止を目指したチタン多孔体によ
る支台築造の構造力学的評価，日補綴会誌，10：135，2018． 
6. 新妻瑛紀，新谷明一，藤島 伸，白鳥沙久良，黒田聡一，八田みのり，片桐慎吾，小林茂之，五
味治徳：CAD/CAM冠に対する溝付与の位置が接着強さと破壊形態とにおよぼす影響，日補綴会
誌，10：221，2018． 
7. Hatta M, Shinya A, Gomi H，Pekka Vallittu, Lippo Lassila：Bond Strength of Resin-composite to Fibre-
reinforced-composite With IPN Polymer Systems, 96th IADR General Session and Exhibition, 
London,UK,27 July 2018. https://iadr2018.zerista.com/event/ 
member/492227，(cited 2019.03.20)． 
8. Shiratori S, Shinya A, Gomi H, B Van Meerbeek：Effect of finish-line depth on the trueness/precision of 
digital impression,96th IADR General Session and Exhibition，London，UK，27 July 2018． 
https://iadr2018.zerista.com/event/member/493648，(cited 2019.03.20)． 
9. Niitsuma A, Shinya A, Shiratori S, Hatta M, Gomi H：Effect of position of Micro Retentive Groove for 
Bond Strength, 96th IADR General Session and Exhibition, London, UK, 27 July 2018. 
https://iadr2018.zerista.com/event/member/492276, (cited 2019.03.20). 
10. 大澤銀子，大津光寛，白鳥沙久良，森本恵子，井出吉昭，仲谷 寛：最期の過ごし方について話
し合う－もしバナゲーム TMの応用－，第 37回日本歯科医学教育学会総会・学術大会プログラム，
37：96，2018． 
11. 白鳥沙久良，新谷明一，藤島 伸，新妻瑛紀，黒田聡一，八田みのり，五味治徳：光硬化型支台
築造用コンポジットレジンに関する研究－機械的性質とせん断接着強さについて－，日歯理工誌，
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37(72)：23，2018 
12. 白鳥沙久良，新谷明一，藤島 伸，新妻瑛紀，五味治徳：光重合型支台築造用コンポジットレジ
ンに関する研究－充填深さが接着強さにおよぼす影響－，接着歯学，36(3)：107，2018． 
13. 新妻瑛紀，新谷明一，藤島 伸，白鳥沙久良，五味治徳：CAD/CAMレジン冠内面に付与した溝
の本数が接着強さにおよぼす影響，接着歯学，36（3）：92，2018 
14. 新妻瑛紀，新谷明一，藤島 伸，白鳥沙久良，黒田聡一，八田みのり，長田博史，五味治徳：CAD/CAM
レジンクラウン内面に付与した溝の数が接着強さにおよぼす影響，平成 30 年度東京支部総会・
第 22回学術大会プログラム・抄録集，26，2018 
15. 藤島 伸，新谷明一，新妻瑛紀，白鳥沙久良，八田みのり，黒田聡一，五味治徳：光照射器の光
強度がベニア用レジンセメントの接着強さに及ぼす影響，平成 30 年度日本歯科大学歯学会第 5
回ウィンターミーティングプログラム・抄録集，22，2018． 
 
Ｇ．講 演 
（1）特別講演・シンポジウム等での講演 
1. 白鳥沙久良：切削加工法による現状と課題，シンポジウム，日本歯科大学歯学会大会，2018年
6月 2日． 
2. 新谷明一：接着技術を活用した補綴歯科治療の最前線と未来への展望 ファイバー補強高強度
コンポジットレジンブリッジと接着補強理論，シンポジウム，日本補綴歯科学会学術大会，岡
山，2018年 6月 17日． 
3. 五味治徳：平成 30 年改定で保険収載された新規技術－高強度硬質レジンブリッジ・大臼歯
CAD/CAM冠－，厚生労働省 日本歯科医師会，特別講演，社会保険指導者研修会，2018年 9月
7日． 
4. 五味治徳：補綴歯科関係新規保険収載医療技術の解説，特別講演（生涯学習公開セミナー），日
本補綴歯科学会東海支部学術大会，愛知，2018年 10月 28日 
5. 新谷明一：Fiber-reinforced composite bridge in Japanese health insurance ~New problems and future 
perspective~，Hong Kong University, AOS (DMS) Guest Lecture Series in 2019: #1，香港，2019年 1
月 14日． 
 
（2）講演会・研究会・研修会等での講演 
1. 五味治徳：専門医になるためには，平成 30年度研修歯科医学術講演会，東京，2018年 4月 12
日． 
2. 五味治徳：保険収載されているメタルフリーによる補綴治療，平成 30年度（第 84回）日本歯
科大学中国地区歯学研修会，岡山市，2018年 9月 1日． 
3. 八田みのり：フィンランド・トゥルク大学・森と湖の国での研究生活，長期海外出張帰朝報告
会，日本歯科大学，2018年 4月 16日 
4. 八田みのり：これからの審美歯冠修復に向けて −材料特性をふまえた臨床について−，島根県
日本歯科大学校友会学術講演会，松江市，2018年 6月 30日 
5. 白鳥沙久良：口腔内スキャナーでできること・できないこと，日本歯科大学学内校友会 東京
支部会，日本歯科大学，2018年 2月 28日． 
6. 新谷明一：デジタルデンティストリーの潮流～歯冠補綴の未来とそれに備えるべき知識とは？
～，浦和歯科医師会平成 30年度第 1回学術講演会，埼玉，2018年 7月 20日． 
7. 新谷明一：補綴治療を支える CAD／CAM技術の潮流，中野区歯科医師会学術講演会，東京，
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2018年 10月 3日． 
8. 新谷明一：CAD／CAM 補綴と接着技法，秋田県男鹿・潟上・南秋歯科医師会学術講演会，秋
田，2019年 1月 26日． 
9. 新谷明一：保険適応メタルフリー補綴の臨床術式，高知県日本歯科大学校友会学術講演会，高
知，2019年 2月 24日． 
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